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■ 会 長 報 告        池ノ谷 敏正君 

皆さんこんにち

は。 

いよいよ私にと

って、由緒ある藤枝

ロータリークラブ

会長という立場の

新年度がスタートしました。 

いつもの例会であるハズが、まるで新入会員の

時のように緊張しています。 

今はただただ、自分なりに一生懸命頑張るのみ、

と思っておりますので、皆さん一年間よろしくお

願いいたします。 

いきなりではありますが、まずは嬉しい報告か

ら。 

本日、２人の新入会員が出席してくださってい

ます。お２人ついての詳細は、後程紹介があると

思いますのでここでは割愛いたしますが、会長就

任初日に新会員の入会式をさせていただくのは、

私にとってとても光栄なことであり、クラブにと

っても、とてもうれしいことであります。新入会

員のお２人には、一日も早く藤枝ロータリークラ

ブに馴染んでいただき、楽しいロータリーライフ

を私たちと過ごしましょう。 

新入会員の方にとっては、先輩会員は見た目、

ちょっととっつきづらい印象の方も居るかもし

れませんが、実は皆さん心根はやさしい方ばかり

ですので、どんなことでも声をかけてくださいね。

よろしくお願いします。 

さてここで、去る６月１３日に島田ロータリー

クラブ担当で島田市において行われました第２

回会長幹事会の報告をいたします。 

会長幹事会は、その年度に都合５回の開催を予

定されておりまして、第１回目は年度の計画説明

をガバナー補佐のお膝元で、そして今回は、年度

の計画確認を行いました。 

具体的には、ガバナー補佐訪問・ガバナー訪問

等の日程確認。そして、クラブ計画書等の提出書

類の確認等を行いました。 

やはり、ガバナー公式訪問までが、会長の仕事

の一つの山なんだなぁと痛感した次第です。 

ともあれ、会員の皆様のお力をお借りしつつ、

一歩一歩私なりに進んでいきたいと思っていま

すので、なにとぞよろしくお願いします。 

これで私の初めての会長報告を終わります。 

■ 理 事 会 報 告         鈴木 舜光君 

・７月プログラムについて承認されました。 

・2104-2015 年度事業計画について承認されました。 

・2104-2105 年度予算案について承認されました。 

・次年度会費納入のお願いが承認されました。 

■ 幹 事 報 告          鈴木 舜光君 

・第 2620 地区より 

 ７月のロータリーレートのお知らせが届い

ております。    1 ドル=102 円です。 

・第 2620 地区より 

2013-14 年度ガバナー事務所閉鎖のお知らせ 

が届いております。 

・第 2620 地区より 

国際ロータリー第 2620 地区 2014-2015 年度 

サイトのオープンのお知らせが届いており

ます。 

 www.ri2620.gr.jp/2014/ 

・第 2620 地区より 

 クラブ名称変更のお知らせが届いておりま

す。 

 旧 吉原ロータリークラブ→ 新 富士山

吉原ロータリークラブ 

・ロータリーの友事務所より 

 「ロータリーの友」電子版のご案内が届いて 
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 おります。 

  www.rotary-no-tomo.jp／ＩＤ rotary 

／パスワード rotary 

・藤枝ローターリークラブゴルフ同好会より 

 決算報告書が届いております。 

・藤枝商工会議所より 

 藤枝総合公園目的広場人口芝化に係る寄附

金募集状況について中間報告が届いており

ます。 

・ザ・ロータリアン誌 7 月号が届いております。 

■ 入会式                      

 

本日、 

荒井君・大石君が 

入会されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 荒井 聡 

勤務先 ㈱ロジテムツムラ 

役 職 代表取締役 社長 

勤務先住所 藤枝市谷稲葉字柳坪 157-1 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 大石 英典 

勤務先 中部電力㈱静岡支店 藤枝営業所 

役 職 営業所長 

勤務先住所 藤枝市青木二丁目 17-39 

■ 出 席 報 告           小西 啓一君 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○河井君 ○鈴木邦君 ○土屋君 ○松葉隆君 

○松葉義君 石垣君 江﨑晴君 大杉君 

落合君 仲田晃君 

(２)メークアップ者  

池ノ谷 敏正君（藤枝南） 河井 宏文君（藤枝南） 

小西 啓一君（藤枝南）   島村 武慶君（藤枝南） 

鈴木 透君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                      

井上 勝彦君（島田） 

■ スマイル B O X          小西 啓一君 

 ２０１３-２１０４会長としてお世話になり

ました。会の皆様に御礼申し上げます。 

大塚 博巳君 

 一年間幹事、皆さんと大塚会長のおかげでし

た。ありがとうございました。森下 敏顯君 

 いよいよです。一生懸命会長職を全うすべく

がんばります。一年間よろしくおねがいしま

す。                       池ノ谷 敏正君 

 １年間よろしくお願いします。鈴木 舜光君 

 本年度プログラムを担当します。ご協力お願

いします。                  村松 英昭君 

 引き続き今年度もローリター財団委員長を

務めさせていただきます。ご協力お願いいた

します。                    青島 克郎君 

 誕生日祝いありがとうございます。今月で６

２才になります。ボールもとばず、お酒も弱

くなりましが、年相応と考えて今後も頑張っ

ていきます。                    畑 昇君 

 お誕生日のお祝いありがとうございます。 

大長 昭子君 

 妻の誕生日祝いありがとうございました。ち

ゃんと渡します。            大塚 高弘君 

スマイル累計額 １９ ，０００円 

■ ポリオプラス寄付金                 

ポリオ撲滅活動へのご協力有難うございます。 

寄付金累計額  ３，６４４円 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

31／41 75.61％ 35／41 85.37％ 
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■ 会 長 挨 拶        池ノ谷 敏正君 

改めまして、皆

さんこんにちは。 

年度初めに当た

り、恒例の会長挨

拶をさせていただ

きます。 

本年度の国際ロ

ータリー ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン  会長のテー

マは「ロータリーに輝きを」です。 

会長は台湾の方らしく、孔子の言葉を引用し、

「ロータリアンは、超我の奉仕の理念によって自

らを律しますが、奉仕において高い目標を掲げる

ためには、ロータリー自体に対する手入れを怠ら

ず、ロータリーファミリーを拡大していくことが

必要です。」と述べています。2014－15 年度には、

ロータリーの奉仕を人々と分かち合い、クラブを

より強力なものとし、地域社会でロータリーの存

在感を高めることで、「ロータリーに輝きを」もた

らすよう提言しています。 

この提言を受け、岡本一八ガバナーは、会員増

強を最優先課題と掲げ、会員のためになっている

かを考えた上で、あらゆることを見直し、クラブ

運営を行うことを地区内の各クラブに求めまし

た。そして「寄付増強」「奉仕目的の徹底」「仲間

づくり」「永続」といったキーワードをもとに、各

クラブごとのチャレンジを提唱しています。 

そこで私は、今年度の藤枝ロータリークラブの

テーマを、「明日への一歩」～より楽しいロータリ

ーに向かって～といたしました。 

会員増強はもとより、ロータリー財団委員会の

「未来の夢計画」事業の初取り組みを始めとし、

各委員会の永続活動を軸としながら、そのなかで

「明日への一歩」となる活動、事業展開を模索し

てゆきたいとの思いで決めました。 

また、「明日への一歩」となるべきクラブの変革

も、「会員のためになること」を合言葉にトライし

てみたいとも考えています。大きな展開はできな

いかもしれませんが、とにかく一歩でも前に向か

って進むことを念頭に置いています。 

今年度の例会は、指定席を月２回とさていただ

きましたが、それもそのひとつであります。 

いつもと違う会員と隣り合わせる事に意義を

見いだしました。本当は席など強制すべき事では

ないのでしょうが、大塚年度から始まった「友情

の握手」と相まって、会員同士の絆を、繋がりを

例会の中でより太く結んでいただけたらいいな、

との思いです。ですから、例会の内外でもあまり

お話しをしたことのない会員同士の相席がこの

指定席の狙いです。そこから新たな関係が生まれ

ることを期待しています。 

私の入会当時は、今のテーブルメイトであると

ころの五人組というグループがありまして、卓話

者の選出であったり、その他何かにつけて、リー

ダーから夜お呼び出しがありました。炉辺会合と

呼ばれていたその会合は、食事やお酒を酌み交わ

しながら、少人数で語らう場でありました。しか

し、そんな集まりの中で、ロータリーの考え方や

ルールなどを教えていただいたのも事実です。例

会以外に会員の方とのつながりの薄い私にとっ

て、ロータリーの勉強の場は、そこにもありまし

た。 

現在は残念ながら、委員会活動の会合もテーブ

ルメイトの会合も殆ど開かれていないようです。 

委員会の予算の中に、会議費が含まれているの

をご存知でしょうか。これは、委員会の活動を委

員皆さんで話し合う、反省しあう機会を持ってい

ただく意味で、少額ではありますが、予算付けさ

れているものと私は理解しています。是非、この

予算も使っていただきたい。しかし、各委員会の

委員長さんも、若い方を中心にお願いしています

ので、現役バリバリのみなさん、個々にお忙しい

ので、役目を果たすので手一杯。しょうがないの

かもしれません。だからこそ、通常の例会のなか

でもと、そんな思いでクラブ管理運営委員会の

方々に指定席日の増加をお願いしました。 

指定席の週は、私の意をくみ取っていただき、

その上で例会を楽しんでいただけますようお願

いします。 

また、今年度は、会員の皆さん１人１人におか

れましても、現在のスタンスからロータリーに対

して一歩踏み込んでいただきたいと思います。そ

して、より楽しいロータリーを実践していただく

ことで、クラブとしていろいろなことが好転し、

それこそが「明日への一歩」へ繋がってゆくので

はないかと思ってのお願いです。 

ですから、会員の皆様もそれぞれ何かひとつ、

今年度はロータリーに対し、今までより踏み出し

ていただき、実行していただきたいのです。 

たとえば、「欠席の際の事務局への連絡を早め

に必ずする」でもいいでしょうし、「メーキャップ

を心がけて自分の、ひいてはクラブの出席率を上

げる」でもいいと思います。「ゴルフコンペなどで



2050‐4 

 

賞金などを貰ったら忘れずスマイルをする」なん

てのもアリですし、「新会員を１人紹介する」とい

ったものなら、とても素晴らしい事だと思います。

また、「テーブルメイトのリーダーに指名された

ので、テーブルメイトの懇親会を開いてみる」な

んてのもいいですよね。 

私も含め、会員１人１人少しの事でもそのよう

にできたなら、今年度のテーマは大成功だった、

と一年後にご報告できるのではないかと思いま

す。各自のテーマは発表していただくわけではあ

りませんから、その成果はハッキリとはわかりま

せんが、上手くいけばきっと、クラブが今とはど

こか変わってきていることでしょう。 

そうなってくれることを祈りつつ、また、目指

して、今日から一年間頑張っていきます。 

最後に、各委員会の委員長、担当リーダーにお

かれましては、本年度の活動目標をいろいろとお

願いをしています。各委員長、リーダーそれぞれ

のユニークな発想を一加えしていただき、各活動

を頑張っていただくことを期待しています。 

結局は、お願い事ばかりの挨拶となってしまい

ましたが、皆さん、一年間よろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 冠 講 座                     

＜開講日＞ 

     平成 26年 6月 24 日㈫ 

＜講義内容＞ 

     1 部：起業について 質問タイム！ 

     2 部：NPO 法人スマイルプロジェクト 

について  

＜担当者＞ 

㈲御庭工房 

     代表取締役 菅原 慎司君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開講日＞ 

     平成 26年 7月 1 日㈫ 

＜講義内容＞ 

      出会い 

＜担当者＞ 

㈲土屋石油 

     代表取締役社長 土屋 富士子君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／畑君） 


